
































はいずれも本稿の執筆者の 5 名である。ただし、JLC 教育研究開発プロジェクトのうち
2017 年度分については鈴木、中村、藤村の 3 名である。
－ 196 －
スで日本語を学習している学習者は、その応募資格・条件における「年齢」の要














































　　a.･･ 調査時期：2016 年 12 月、および 2017 年 7 月 4
　　b.･･ 調査参加者：全 84 名（2016 年度 35 名、2017 年度 49 名）
･･･････････ うち有効回答数 83（2016 年度 34 回答、2017 年度 49 回答）
　　c.･ 調査方法：
　　･･①･無記名式アンケート 5、e ラーニングシステム「JPLANG」6 を通じて実施
　　･･②･共通 ID でログイン後、アンケートの概要説明を確認し、同意の上回答





























男 20 29 49
女 14 17 31
専攻 10
文科系 16 23 39
理科系 18 23 42
















　なお、2016 年度はコース後半の 12 月に、2017 年度はコース前半が終了した 7
月の時点で調査を行っている。したがって、来日時に日本語が「未習」であった
学習者は、2016 年度の調査時においては中級後半（N3 ～ N2 レベル）に、2017 年
度においては、初級終了のおよそ N4 レベルに相当するレベルとなっている。
9･･性別について記入のなかった回答数は、2016 年度はなし、2017 年度は 3 であった。
10･･専攻について記入のなかった回答数は、2016 年度はなし、2017 年度は 3 であった。
11･･国・地域について記入のなかった回答数は、2016 年度は 1、2017 年度は 6 であった。
12･･日本語の既習度については、入学時に行うプレイスメントテストの結果による在籍クラ









答することになる。使用しているツールが特になければ、A から B へ、B から C
へと、順に次の質問に進む。
　質問項目数は、A（電子辞書）については 8 項目、B（アプリ）8 項目、C（ウェブ
サイト）7 項目、D（その他の活動）2 項目、計 25 項目である 13。 
       
図 1 オンラインアンケートの全体構造 
 
４．調査結果の概要 






 電子辞書を所有しているという回答者は、83 名中 9 名のみであった15。その使用者はさら




















　電子辞書を所有しているという回答者は、83 名中 9 名のみであった 15。その使
用者はさらに少なく、ふだん日本語を勉強する時に、電子辞書を「非常によく使




































除き、74 名の回答者が何らかのアプリ名を挙げて回答しており、そのうち 2 つ
のアプリを挙げた回答者が 31 名、3 つのアプリを挙げた回答者はそのうちさら

















「Japanese」（13 回答）、「imiwa?」（13 回答）、「Anki」（10 回答）という 3 つのアプリ
であった 19。アプリ使用の詳細については、第 5 節で詳述する。
4．3　ウェブサイト
　「日本語を勉強する時、ウェブサイトを使いますか」との質問に対し、「非常に
よく使う」との回答は 13、「よく使う」との回答が 11、「時々使う」が 24 で最多であ
り、「あまり使わない」が 11、「まったく使わない」が 13 であった。アプリと比較す
ると、その使用率は分散している。
　「まったく使わない」と回答した 13 名のうち、12 名はアプリについては「非常
によく使う」あるいは「よく使う」と回答している 20。「時々使う」と回答した 24 名
を見ると、その大半の 20 名はアプリについては「非常によく使う」と回答し、ま
た 3 名は「よく使う」としている 21。このことから、ウェブサイトについては、ア
プリ使用を補完するような役割で用いられていることがうかがわれる。
　具体的なサイト名を挙げてもらったところ、49 名が回答しており、そのうち 2
つのサイトを挙げた回答者が 9 名、そのうちさらに 3 つまで挙げた回答者も 1 名
見られた。回答数の多かったサイトは、「Google･translate」（12 回答）、「jisho.org」
（8 回答）、「weblio」（7 回答）、「JPLANG」（7 回答）という 4 種のサイトであった 22。
「JPLANG」など、コースにおける使用教材 23 と連動したサイトが挙がっている
19･･「Japanese」は英日・日英辞書を中心としたアプリで、フラッシュカードによる学習機能




























































































































































































































番号 選択肢 ･J（13） im（13） ･An（10）
1 自分の母語や英語の言葉に対する日本語の訳を調べる 92 ％ 85 ％ 0 ％
2 日本語の言葉の意味を調べる 92 ％ 92 ％ 0 ％
3 日本語の言葉の使い方を調べる 77 ％ 85 ％ 0 ％
4 ある日本語の言葉と似ている意味の日本語の言葉（類義語）をさがす 46 ％ 38 ％ 0 ％
5 漢字の書き方や、漢字の筆順（線を書く順番）を調べる 85％ 69 ％ 0 ％
6 漢字の読み方を調べる 85％ 77 ％ 0 ％
7 漢字や、漢字の部首（漢字の部分）の意味を調べる 69％ 38 ％ 10 ％
－ 210 －
8 1 つの漢字から、その漢字を使った言葉にどんなものがあるかを調べる 62 ％ 54 ％ 10 ％
9 自分で漢字を組み合わせて、その言葉が日本語にあるかどうかを調べる 62 ％ 46 ％ 0 ％
10 漢字を登録し、自分の漢字リストを作る 77％ 23 ％ 60 ％
11 漢字をおぼえる練習をする 46 ％ 15 ％ 90％
12 日本語の言葉の発音やアクセントを聞く 0 ％ 8 ％ 20 ％
13 日本語の言葉の発音を練習する 0 ％ 0 ％ 50 ％
14 言葉を登録し、自分の語彙リストを作る 62％ 23 ％ 70 ％
15 言葉をおぼえる練習をする 8 ％ 15 ％ 100％
16 文法ドリルで練習する 0 ％ 15％ 50％
17 読解の練習をする 0 ％ 8％ 20 ％
18 聴解の練習をする 0 ％ 8％ 20 ％
19 会話や短い表現の例を調べる 0 ％ 23％ 30 ％
20 会話や短い表現の練習をする 0 ％ 8％ 0 ％



















　さらに、「Japanse」「imiwa?」「Anki」の 3 つのアプリのうち 2 つを併用している
学習者も見られ、「Japanese」と「Anki」の併用が 4 名、「imiwa?」と「Anki」の併用
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Usage Situations of Learning Tools
among	Pre-Undergraduate	Students	on	the	MEXT	Scholarship:	
Smartphone Apps and Change of Learning Styles
SUZUKI Tomomi, SHIMIZU Yukiko, SHIBUYA Hiroko,
 NAKAMURA Akira, FUJIMURA Tomoko
Key Words: pre-undergraduate students on the MEXT scholarship, learning tools, 
 smartphone apps, websites, dictionaries
The	purpose	of	this	paper	is	to	find	out	what	kind	of	learning	tools	pre-undergraduate	
students at the Japanese Language Center for International Students (JLC) at Tokyo 
University of Foreign Studies use when they study Japanese, and how they use them, so 
that the results may help teachers improve their education support literacy.
Such	 students	 are	 “digital	natives.”	 In	 recent	years,	 some	of	 them	had	 taught	
themselves Japanese, using Internet teaching materials and study groups before they came 
to Japan.
In December 2016 and July 2017 we administered online questionnaires and asked 
JLC students their usage situations of learning tools such as electronic dictionaries, 
smartphone apps, websites, video sites, etc. We also asked them how useful they were and 
had them evaluate them.
We	have	found	that	smartphone	apps	have	firmly	established	themselves	as	learnig	
tools.  The digitization of Japanese learning environments and the ubiquitousness of 
computer	access	may	be	influencing	their	changing	learning	styles.
